
「
有
事
」
と
い
え
ば
、
誰
し
も

思
い
浮
か
べ
る
の
は
他
国
と
の
武

力
衝
突
、
戦
争
な
ど
の
国
家
的
非

室
事
態
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
の
数
十
年
間
に
生
じ
て
い

る
日
本
の
出
生
数
減
少
は
、
多
く

の
自
治
体
を
消
滅
に
追
い
込
み
、

日
本
の
国
力
を
三
流
国
家
な
み
に

（第三種郵便物認可〉

お
と
し
め
か
ね
な
い
有
事
で
あ

る
。
実
際
、

1
9
4
9年
に
ほ
ぼ

3
0
0万
人
で
あ
っ
た
日
本
の
出

河川
一
生
数
は
一
方
的
な
減
少
を
つ
づ

卜
一
け
、
昨
年
、
つ
い
に
1
0
0万
人

E
一
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。

調
一

年
間
出
生
数
が
1
0
0万
人
を

1
一
下
回
っ
た
の
は
、

1
8
9
8
（明

一
治
目
）
年
に
日
本
の
人
口
統
計
が

(3) 

整
備
さ
れ
て
以
来
、
初
め
て
の
現

象
で
あ
る
。
歴
史
的
有
事
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

山
梨
総
合
研
究
所
の
設
立
は
1

9
9
8年
で
あ
り
、
以
来
、
私
は

そ
の
理
事
長
と
し
て
県
内
自
治
体

の
首
長
と
も
親
し
く
接
し
て
き
た

が
、
い
ず
れ
の
首
長
の
悩
み
も
人

口
減
少
で
あ
っ
た
。
「
村
祭
り
が

で
き
な
く
な
っ
た
」
「
消
防
団
が

結
成
で
き
な
い
」
「
間
伐
が
思
う

に
ま
か
せ
ず
山
崩
れ
が
し
ば
し
ば

起
こ
っ
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ

た
悩
み
で
あ
る
。

出
生
率
低
下
は
一
部
に
は
未
婚

率
の
上
昇
に
も
起
因
し
て
い
る

が
、
人
口
再
生
産
を
担
う
m
i
m
m

歳
の
若
年
女
性
の
流
出
が
と
り
わ

け
深
刻
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
1
0年
か
ら
2
0
4
0年
の

聞
に
、
若
年
女
性
が
印
%
以
上
減

少
す
る
自
治
体
（
市
区
町
村
）
の

数
は
全
自
治
体
数
の
5
割
と
な

り
、
こ
の
う
ち
人
口
が
1
万
人
を

女性の支援こそ出生減は「有事」
下
回
る
小
規
模
自
治
体
が
却
%
に
土
川
町
、
小
菅
村
、
山
中
湖
村
、
策
も
推
奨
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
こ

及

ぶ

と

い

う

。

道

志

村

の

8
町
村
で
あ
る
。
し
か
J

れ
は
人
口
集
中
度
の
高
い
大
都
市

こ
の
壁
計
が
公
表
さ
れ
た
の
は
し
こ
の
8
町
村
以
外
で
も
、
若
年
圏
で
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
県
内

U
年
の
増
田
覧
也
編
著
『
地
方
消
女
性
人
口
の
減
少
率
が
5
割
以
上
の
自
治
体
の
若
年
女
性
人
口
の
減

滅
』
（
中
公
新
書
）
に
よ
っ
て
で
の
市
町
村
は
、
大
月
市
、
上
野
原
少
に
歯
止
め
を
掛
け
る
力
と
し
て

あ
る
が
、
そ
の
衝
撃
は
な
お
や
ま
市
、
富
士
吉
田
市
、
山
刺
吾
、
甲
は
さ
し
て
強
く
は
な
か
ろ
う
。

ず
、
本
書
は
な
お
版
を
重
ね
て
い
州
市
、
北
杜
市
、
市
川
三
郷
町
、
出
生
率
2
・1
が
「
人
口
置
き

る

。

韮

崎

市

と

さ

れ

、

消

滅

は

免

れ

る

換

え

水

準

」

で

あ

る

。

な

ら

ば

第

同
書
で
は
、
若
年
女
性
人
口
の
に
し
て
も
人
日
減
少
は
著
し
い
。

3
子
以
上
の
子
供
を
も
つ
親
に
累

－

E

川
甲
府
市
の
若
年
女
性
と
て
お
%
の
増
的
加
算
給
付
を
施
し
、
低
所
得

一

h
d
t
L
侠

野

長

減

少

で

あ

る

。

者

層

に

対

し

て

は

第

1
子
、
第
2

よ
司

一
V
1
4
釈
痢
事
あ
く
ま
で
推
計
で
あ
る
が
、
人
子
へ
の
加
算
給
付
を
考
慮
す
る
と

aむ
俗
語
E
縦
理

口
統
計
は
経
済
義
の
中
で
装
い
う
政
策
に
各
自
治
体
が
本
気
で

一d
e
t司

a
溺
胤
前
犠
…
官
数
値
で
あ
り
、
推
計
に
は
取
り
組
む
よ
り
他
な
い
。

4

！

圃

U

信
憲
一
性
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
財
政
難
の
自
治
体
に
加
算
給
付

減
少
率
が
5
割
を
超
え
る
自
治
体
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
既
存
の
政
の
余
裕
が
少
な
い
と
い
う
事
実
は

を
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
呼
び
、
策
的
枠
組
み
を
も
っ
て
し
て
も
太
も
と
よ
り
承
知
し
て
い
る
が
、
現

さ
ら
に

ω年
の
人
口
が
1
万
人
を
万
打
ち
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
在
が
「
有
事
」
で
あ
り
、
こ
の
有
ん

切
る
自
治
体
を
「
消
滅
可
能
性
が
い
。
し
か
も
空
央
政
府
の
緩
慢
な
事
を
乗
り
切
ら
ね
ば
「
消
滅
」
が

ー一説

高
い
」
と
表
現
し
て
い
る
。
政
策
に
期
待
す
る
ほ
ど
の
時
間
的
眼
前
に
控
え
て
い
る
と
い
う
事
実

一心

山
梨
県
の
幻
市
町
村
の
う
ち
余
裕
は
も
は
や
な
い
。
を
は
っ
き
り
自
覚
し
な
け
れ
ば
な

一
t

「
消
滅
可
能
性
が
高
い
」
と
推
計
子
育
て
支
援
と
ワ
l
ク
ラ
イ
フ
る
ま
い
。
こ
の
実
験
に
果
敢
に
乗
一
閃

さ
れ
て
い
る
の
は
、
早
川
町
、
身
バ
ラ
ン
ス
の
適
正
化
と
い
う
、
つ
り
出
し
、
新
心
い
モ
デ
ル
を
め
ざ

一政

延
町
、
南
部
町
、
丹
波
山
村
、
富
ま
り
は
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
す
市
町
村
、
出
で
よ
。
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